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研究成果の概要（和文）：介護および医療分野への心理的、身体的援助目的へのロボット応用が進みつつある。
心理的面では介護分野で動物介在活動（Animal　Assisted　Activity：以下AAA）の代用としてロボット介在活
動（Robot　Assisted　Activity：以下RAA）が行われている。介護老人保健施設でのRAAの効果の報告はある
が、急性期医療現場でのRAAの評価は行われていなかった。高齢入院患者を対象としメンタルコミットロボット
「パロ」を用いたRAAを行い、身体的・心理的苦痛や期間についてアンケート形式で調査し検討した。ロボット
のイメージが違って感じられていたが、いやし効果はあると思われた。

研究成果の概要（英文）：The robot is began to use in nursing care and medical field for 
psychological and physical aid. On the psychological aid, ‘robot assisted activity (RAA)’ has been
 conducted as a substitute for Animal Assisted Activity (AAA) in the field of nursing care. There 
are some reports on the effect of RAA at the elderly care facility for nursing care, but there are 
no reports at the acute care field . We investigated the effect of RAA using mental commitment robot
 "Paro" for elderly of acute care Hospital.

研究分野：消化器外科
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
我が国の高齢化は、国際的にみてもこれか
ら 2025 年にかけて世界最高の水準に到達す
ると予測され、高齢社会に向けて高齢者の加
齢にともなう身体的・心理的機能の低下を予
防し自立を促進するための介在活動や療法
がおこなわれている。動物が人間の心身に
様々な効果をもたらすことはよく知られて
おり、1970 年代以降、欧米では医療の分野
に動物を活用する動物介在療法（Animal 
Assisted Therapy：以下 AAT）が活発に行
われるようになり、日本では、治療行為とし
てではなく、動物とのふれあい活動を通じて
対象となる人の情緒的安定や生活の質の向
上を目的とする動物介在活動（Animal 
Assisted activity：以下 AAA）が注目され、
老人福祉施設等での実践と、その行動面への
成果や高齢者に対するストレス軽減効果に
ついてはすでに報告されている。 
 
一方で、高齢化に伴い手術を必要とする悪
性腫瘍などの疾患も増加傾向にあり、高齢者
の全身麻酔下手術症例も少なくない。術後に
精神的変化は少なからずおこり、特に高齢者
では ADL の変化をもたらす可能性があり重
要である。AATや AAAを導入することは有
効と考えられるが、AAAは感染、アレルギー、
動物の健康管理やしつけ、動物自体のストレ
スや維持費などの問題により難しい現状に
ある。そこで近年、動物の代わりにペットロ
ボットを用いた試みがされ、ロボット介在活
動（Robot Assisted Activity：以下 RAA）
と呼ばれている。従来の動物療法の代替であ
るが、安全性、価格、簡便性の面で優れてい
る。介護老人保健施設の認知症高齢者におい
て自発性、情緒的反応、社会的反応が引き出
された、高齢者の孤独感を減少させたという
報告がある。しかし、現状では医療現場での
RAA の導入および効果の客観的評価は十分
行われていない。 
 

Sony から AIBO が発売されてから様々な
コミュニケーションロボットが発表されて
いる。ロボットアザラシ型メンタルコミット
ロボット「パロ」は独立行政法人 産業技術
総合研究所で研究開発され、（株）知能シス
テムにて製造され大和ハウス工業から販売
されている。「パロ」は学習機能により、新
しい名前を学習したり、飼い主の好みに応じ
た行動を学習したりし、個性を獲得する。パ
ロとのふれあいによって、認知症の高齢者の
脳機能の改善効果、さらには健常者が認知症
になることを予防する効果があるとの研究
成果が発表されている。また、小児病棟やリ
ハビリテーション病棟で応用されている。 
 
我々は高齢外科入院患者に対してストレ
ス軽減目的でコミュニケーションロボット
を用いたロボットセラピーを導入し、その認

知機能および ADL 維持への利用効果を評価
する。 
 
２．研究の目的 
 
高齢者は術後回復までに長期間を要し、

ADL が低下しやすいことは周知の事実であ
る。そのため精神的にも不安定になり、認知
症様の症状を呈し看護、介護が必要になるこ
ともある。この場合、せっかく助かっても患
者家族や医療者の負担を強いてしまうこと
になる。我が国の高齢化は 2025 年には世界
最高水準に到達すると予測されており、高齢
者の術後精神状態のケアは重要である。近年、
認知症や寝たきりにならない状態で生活で
きる期間“健康寿命”が維持できるように、医
療や介護の世界でロボットが様々な形で注
目されてきている。そこで外科手術後の高齢
者を対象にしたコミュニケーションロボッ
トを精神機能の維持改善（術後せん妄防止・
改善、認知症の進行予防）、身体機能（ADL）
の維持などを目的として実験し、有用なシス
テムとして開発する 

ロボットアザラシ型メンタルコミットロボ
ット「パロ」 
 
３．研究の方法 
 
高齢者は術後回復までに長期間を要し、

ADL が低下しやすいことは周知の事実であ
る。そのため精神的にも不安定になり、認知
症様の症状を呈し看護、介護が必要になるこ
ともある。この場合、せっかく助かっても患
者家族や医療者の負担を強いてしまうこと
になる。我が国の高齢化は 2025 年には世界
最高水準に到達すると予測されており、高齢
者の術後精神状態のケアは重要である。近年、
認知症や寝たきりにならない状態で生活で
きる期間“健康寿命”が維持できるように、医
療や介護の世界でロボットが様々な形で注
目されてきている。そこで高齢外科入院患者
を対象にしたロボットアザラシ型メンタル
コミットロボット「パロ」を精神機能の維持
改善（術後せん妄防止・改善、認知症の進行
予防）、身体機能（ADL）の維持などを目的
として実験し、有用なシステムとして使用す
るために、まず、RAAに影響する明らかな身
体機能障害のない患者を対象とし急性期病
棟での使用を開始した。 
 



ロボットアザラシ型メンタルコミットロ
ボット「パロ」は独立行政法人 産業技術総
合研究所で研究開発され、（株）知能システ
ムにて製造され大和ハウス工業から販売さ
れている。アメリカでは FDA（食品医薬品局）
より医療機器として承認されており、多くの
医療施設や介護福祉施設などに採用されて
いる。また、ヨーロッパ諸国でも介護施設で
は利用されているが、わが国での急性期病院
への応用は報告がない。 
 
【対象と方法】 

65歳以上の高齢外科入院患者の中で、RAA
に影響する明らかな身体機能障害のない患
者を対象としメンタルコミットロボット「パ
ロ」を用いた RAA を、危険性に配慮するた
め患者に付き添い、見守りながら行う。退院
前に使用について、ロボットのイメージや身
体的・心理的苦痛や期間についてアンケート
形式（5 段階評価と自由記載）で調査し検討
した。 
 

入院患者が「パロ」に触れる様子 
 

４．研究成果 
 
高齢入院患者様の RAA 後のアンケート調
査では、「パロ」はロボットのイメージとは
違って感じられていた。また、苦痛を感じた
患者様はいなかった。これは、「パロ」が、
動物の代用として作られているためであり、
また、犬や猫のような好き嫌いがはっきりし
た動物をモデルとせず、アザラシ型であるこ
とが要因であると考えられた。入院期間中に
毎日行うことは問題ないが、「少し長いと感
じた」患者様が小数おられ、使用時間に対す
る考えは個人差があるように思われた。メン
タルコミットロボット「パロ」を用いた RAA
の急性期臨床応用に危険性等の問題は見ら
れなかった。 
 
いやしの効果は、一部に否定的な患者様も
いたがほとんどの患者様は肯定的で、自由記
載では「やすらぎ感が生まれる。」などとあ
り、いやし効果はあると思われた。 
ロボット技術や人工知能（AI）技術は日進月
歩であり今後ますます心理面、身体面に臨床
応用されるとことと思われる。術後せん妄症
例への応用を目指しているが、感染症対策な

どの問題克服や、人型・会話可能ロボットの
利用などさらなる工夫でより、効果的なロボ
ットの急性期臨床応用を考えている。 
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